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報告事項・追加議案

　

専
決
事
項
の
報
告
１
件
、

請
願
１
件
、
承
認
１
件
、
報

告
事
項
１
件
、審
議
案
件
14

件
が
上
程
さ
れ
、即
決
以
外

は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
。

　

最
終
日
の
追
加
議
案
を
含

め
全
議
案
に
つ
き
十
分
な
審

議
の
後
議
決
し
た

（
全
員
一
致
ま
た
は
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
。）

報
告
事
項

⑤
専
決
処
分
の
報
告

（
西
公
民
館
耐
震
補
強
建

築
主
体
工
事
変
更
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
）

・
玄
関
ス
ロ
ー
プ
設
置
及
び

既
設
ス
ロ
ー
プ
へ
の
手
摺

設
置
の
追
加
工
事
を
行
う

た
め
契
約
金
額
の
増
額
が

必
要
に
な
っ
た
た
め
専
決

処
分
し
た
も
の
。

１
５
９
万
円
増
額
し
て
、

変
更
後
の
請
負
金
額
が

６
２
８
２
万
円
と
な
っ
た
。

㊼
専
決
処
分
の
承
認

（
専
決
処
分
に
な
っ
た
理
由
）

　

平
成
30
年
６
月
18
日
に
発

生
し
た
大
阪
府
北
部
地
震
に

よ
り
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
倒
壊
し
た
事
故
を
受
け
町

内
の
公
共
施
設
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
を
し

た
結
果
、改
修
や
撤
去
等
の

対
応
が
必
要
と
確
認
さ
れ

た
。
早
急
な
工
事
の
施
工
で

経
費
が
必
要
と
な
っ
た
た
め

専
決
処
分
し
た
。

　

町
内
23
施
設
中
８
施
設

　

予
算
額　

２
２
２
３
万
円

　
　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

⑥
平
成
29
年
度
決
算
に
係
る

財
政
指
標
の
報
告

　

平
成
29
年
度
の
健
全
化
判

断
比
率
及
び
そ
の
算
定
の
基

礎
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た

書
類
は
、い
ず
れ
も
適
正
に

作
成
さ
れ
て
い
る
と
の
監
査

委
員
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
左
表
を
参
照
）

追
加
議
案

Ｈ
30
幹
道
第
１
号
―
２
町
道

西
古
泉
筒
井
線
道
路
改
築
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て入
札
日（
８
社
の
入
札
）

　

平
成
30
年
８
月
８
日

工
期議

決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日

～
平
成
31
年
２
月
28
日

請
負
金
額

　

５
８
９
７
万
４
千
円

工
事
請
負
業
者

伊
予
郡
松
前
町
大
字
浜

　
　
　
　
　

１
０
１
７
番
地

　

出
海
産
業　

株
式
会
社

　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　

出
海　

満
祐

　
　
　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

●
議
論
に
な
っ
た
こ
と

　

全
員
協
議
会
で
理
事
者

側
の
説
明
に
対
し
て
、

町
独
自
の
入
札
方
法
な
ど

に
疑
義
が
あ
り
、
本
会
議

に
て
意
見
が
分
か
れ
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た平成２９年度

健全化判断比率及び資金不足比率報告
健全化判断比率 平成29年度（％）早期健全化基準（％）

実質赤字比率 ― 　１４．２０

連結実質赤字比率 ― 　１９．２０

実質公債費比率 　９．１ 　２５．００

将来負担比率 ７８．５ ３５０．００

※実質収支と連結実質収支が黒字のため、健全財政です。
　実質赤字比率と連結実質赤字比率はありません。

会　計　名 比　率　名 平成29年度 経営健全化基準

水道事業会計 資金不足比率 ― ２０．０

公共下水道事業
特別会計 資金不足比率 ― ２０．０

※資金不足額が無いため、
　資金不足比率は
　ありません。
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